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1. 平成29年12月期第1四半期の連結業績（平成29年1月1日～平成29年3月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年12月期第1四半期 4,440 28.6 352 282.4 345 255.4 164 282.6

28年12月期第1四半期 3,452 13.0 92 97.3 97 186.6 42 ―

（注）包括利益 29年12月期第1四半期　　168百万円 （951.4％） 28年12月期第1四半期　　16百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年12月期第1四半期 32.13 ―

28年12月期第1四半期 8.40 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

29年12月期第1四半期 9,271 5,596 60.4

28年12月期 7,802 5,556 71.2

（参考）自己資本 29年12月期第1四半期 5,596百万円 28年12月期 5,556百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年12月期 ― 0.00 ― 25.00 25.00

29年12月期 ―

29年12月期（予想） 0.00 ― 25.00 25.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成29年12月期の連結業績予想（平成29年 1月 1日～平成29年12月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 8,400 26.7 260 50.9 270 39.9 160 42.3 31.34

通期 17,000 26.9 680 124.7 700 115.3 420 139.9 82.26

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

詳細は、添付資料７ページ「四半期連結財務諸表の作成に特有な会計処理の適用」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年12月期1Q 5,105,800 株 28年12月期 5,105,800 株

② 期末自己株式数 29年12月期1Q 6 株 28年12月期 6 株

③期中平均株式数（四半期累計） 29年12月期1Q 5,105,794 株 28年12月期1Q 5,105,794 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、決算短信（添付資料）２ページ「連結業績予想など将来予測情報に関す
る説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期におけるわが国経済は、米国のトランプ大統領の政策運営に翻弄される形で幕を切りました。米国

の政策に対する不確実性や中国を中心としたアジア新興国の経済の先行きに懸念は残るものの、米国経済の堅調な

推移を受け、総じて緩やかな回復基調で推移いたしました。

 当社グループが属する情報サービス産業におきましても、企業収益の改善を受け概ね堅調に推移いたしました。

引き続き労働需給はひっ迫しており、受注単価に関しても堅調に推移しております。

 このような環境の中で、当社グループでは、当期で最終年度となる３か年中期経営計画の大綱である、既存事業

の受託開発事業において、業界の好況を逃すことなく幅広い分野において受注を取込むこと、また次代の収益源創

出のため新事業への開発投資を確実に進めることに注力し、当期業績予想の達成と、将来に向けた新事業の確立と

収益化を推し進めるという目標に向け、当事業年度をスタートいたしました。

 株式会社アートおよびアートサービス株式会社を連結子会社化したことに伴い、前年同期対比では増収増益とな

っております。

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高44億40百万円（前年同四半期比28.6％増）、営業利益

３億52百万円（前年同四半期比282.4％増）、経常利益３億45百万円（前年同四半期比255.4％増）、親会社株主に

帰属する四半期純利益１億64百万円（前年同四半期比282.6％増）となりました。 

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。

（情報サービス事業）

 情報サービス分野では、「携帯端末」「組込み」「モバイルインフラ」が特に順調に推移しているほか、「公

共」「フィールドサービス」「新事業」も計画値を上回っております。一方、「金融」「情報サービス」は計画値

を若干下回っているものの概ね計画値レベルであり、総じて好調なスタートとなっております。

 新事業においては、製品の完成度も上がり、販売につながるよう営業活動に引き続き鋭意注力して取り組んでお

り、ＭＤＭ、公共ＢＢなどでは結果が出始めております。

以上の結果、当事業における売上高は34億26百万円、営業利益は１億93百万円となりました。

（セキュリティシステム事業） 

セキュリティシステム事業は、出入管理、入退室管理システムともに順調に推移致しました。 

 以上の結果、当事業における売上高は10億14百万円、営業利益は１億58百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末における資産は、92億71百万円と前連結会計年度末より14億69百万円増加いたしま

した。これは主として受取手形及び売掛金や商品、土地等の増加額が、現金及び預金等の減少を上回ったことによ

るものであります。

 負債は、36億74百万円と前連結会計年度末より14億28百万円増加いたしました。これは主として支払手形及び買

掛金や短期借入金、賞与引当金等の増加が未払金等の減少を上回ったことによるものであります。

 純資産は、55億96百万円と前連結会計年度末より40百万円増加いたしました。これは主として利益剰余金の増

加、およびその他有価証券評価差額金の増加によるものであります。

 なお、自己資本比率は、60.4％と10.8ポイント低下いたしました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当社グループの第１四半期の業績は期首計画を達成し、また、平成29年２月14日の期首業績予想公表時に比べ、

今後の外部環境や業界の動向、また当社グループの受注動向等に大きな変動はないと考えており、第２四半期累計

および通期の連結業績予想につきましては期首業績予想を変更しておりません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,091,158 2,765,766 

受取手形及び売掛金 2,830,690 3,231,804 

前払費用 77,479 109,862 

商品 30,464 303,812 

仕掛品 249,028 198,121 

繰延税金資産 90,550 147,810 

その他 36,194 49,160 

貸倒引当金 △2,799 △5,274 

流動資産合計 6,402,768 6,801,065 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 333,809 396,402 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △228,228 △266,215 

建物及び構築物（純額） 105,580 130,187 

土地 248,084 605,084 

その他 341,366 429,576 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △255,661 △328,869 

その他（純額） 85,704 100,706 

有形固定資産合計 439,369 835,977 

無形固定資産    

のれん 182,318 625,168 

その他 271,227 296,748 

無形固定資産合計 453,545 921,916 

投資その他の資産    

投資有価証券 248,480 328,080 

長期前払費用 6,667 11,633 

差入保証金 147,811 164,539 

会員権 1,100 11,600 

繰延税金資産 77,868 158,585 

その他 90,260 104,459 

貸倒引当金 △65,457 △66,412 

投資その他の資産合計 506,731 712,486 

固定資産合計 1,399,647 2,470,381 

資産合計 7,802,415 9,271,446 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 727,463 1,286,633 

短期借入金 370,000 830,000 

未払金 428,244 256,435 

未払費用 13,063 92,940 

未払法人税等 146,945 176,608 

未払消費税等 163,214 201,790 

賞与引当金 16,203 332,186 

受注損失引当金 3,954 297 

その他 125,290 78,167 

流動負債合計 1,994,379 3,255,060 

固定負債    

退職給付に係る負債 51,992 160,696 

役員退職慰労引当金 141,918 133,482 

資産除去債務 52,197 55,889 

繰延税金負債 5,852 57,660 

その他   11,964 

固定負債合計 251,961 419,692 

負債合計 2,246,341 3,674,752 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,707,526 1,707,526 

資本剰余金 2,311,704 2,311,704 

利益剰余金 1,500,276 1,536,657 

自己株式 △4 △4 

株主資本合計 5,519,502 5,555,883 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 64,766 71,177 

為替換算調整勘定 △28,195 △30,367 

その他の包括利益累計額合計 36,571 40,809 

純資産合計 5,556,074 5,596,693 

負債純資産合計 7,802,415 9,271,446 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年３月31日) 

売上高 3,452,079 4,440,532 

売上原価 3,012,593 3,541,399 

売上総利益 439,486 899,133 

販売費及び一般管理費 347,342 546,752 

営業利益 92,143 352,381 

営業外収益    

受取利息 713 303 

受取配当金 400 500 

保険事務手数料 - 798 

保険解約返戻金 - 812 

その他 4,685 1,163 

営業外収益合計 5,799 3,577 

営業外費用    

支払利息 278 6,585 

保険解約損 - 2,118 

その他 349 1,392 

営業外費用合計 627 10,095 

経常利益 97,316 345,862 

特別利益    

投資有価証券売却益 667 - 

特別利益合計 667 - 

特別損失    

役員退職慰労金 - 9,074 

特別損失合計 - 9,074 

税金等調整前四半期純利益 97,983 336,788 

法人税、住民税及び事業税 86,196 130,535 

法人税等調整額 △31,083 42,226 

法人税等合計 55,113 172,762 

四半期純利益 42,870 164,025 

親会社株主に帰属する四半期純利益 42,870 164,025 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年３月31日) 

四半期純利益 42,870 164,025 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △18,216 6,410 

為替換算調整勘定 △8,649 △2,172 

その他の包括利益合計 △26,866 4,238 

四半期包括利益 16,004 168,264 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 16,004 168,264 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 ①簡便な会計処理

固定資産の減価償却の算定方法

 定率法を採用している資産については、当事業年度に係る減価償却費の額を期間案分して算定する方法によって

おります。

 ②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平28年１月１日 至 平成28年３月31日)

 当社グループは、情報サービス事業ならびにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、記載は省略して

おります。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平29年１月１日 至 平成29年３月31日)

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額（注） 合計
情報サービス セキュリティシステム

売上高

 

 外部顧客への売上高

 

 セグメント間の内部

 売上高又は振替高
 

 

3,426,472

 

5,098

 

1,014,060

 

－

 

－

 

△5,098

 

4,440,532

 

－

計 3,431,570 1,014,060 △5,098 4,440,532

セグメント利益 193,579 158,801 － 352,381

 (注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

「セキュリティシステム」セグメントにおいて、株式会社アートの株式を取得したことにより、同社および

アートサービス株式会社を連結の範囲に含めました。、当該事象によるのれんの増加額は、当第１四半期連

結会計期間末において、457,024千円であります。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

 当第１四半期連結累計期間より、株式会社アートおよびアートサービス株式会社を連結の範囲に含めたこ

とにより、当社グループの事業展開、経営資源の配分の決定及び業績評価の方法を実態に即して見直したこ

とにより、報告セグメントの区分を変更しております。従来は「情報サービス」の単一の報告セグメントで

ありましたが、「情報サービス」と「セキュリティシステム」の２報告セグメント体制へ変更しました。な

お、前第１四半期連結累計期間につきましては、「情報サービス」の単一セグメントに変更はありません。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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